
◎痛みを伝える神経へアプローチ

◎２４か月間疼痛軽減効果が期待できる※
※効果には個人差があります
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私たちの体は、「痛み」という情報を神経を使って脳に伝えて初めて「痛い！」と感じ

ます。中には神経が長い間感じていた「痛み」の情報を記憶することで、「痛み」の情

報を過敏に伝えてしまう方もいます。膝関節の痛みは、軟骨のすり減りや骨の骨棘（と

げ）だけでなく、「神経」が原因である場合もあることが分かってきました。

クーリーフは、痛みを感じる神経（感覚神経）に対して、高周波（ラジオ波と呼ばれる

電磁波）を流し、感覚神経を部分的に焼灼（組織を焼いて破壊する外科的治療法）し、

痛みを軽減する治療です。

クーリーフとは？

期待される効果

変形性膝関節症による痛みが改善されることが期待されます。

海外で行われた臨床試験では、治療6か月時点で、治療前よりも痛み

を感じる程度が50％減った患者さまの割合は、74.1％でした。

従来の治療法の一つであるステロイド関節注射と比較しても効果的

であったことを示しています。変形性膝関節症の慢性疼痛軽減効果

が期待できる最新の保存療法と言えます。（※効果には個人差があ

ります）

考えられるリスク及び副作用

これまでの試験では、以下のような事象が発生しています。

・針を刺す際の痛み：約14.5％

・感染症：約1.3％

・皮膚異常：約1.3％ 等...

稀ではありますが、上記のような不利益が生じる可能性があります。

対象となる方は？

● 変形性膝関節症と診断された患者さまの中で、お薬やヒアルロン酸注射などの治療を行っても、

痛みが軽減しない方（半年以上の慢性疼痛が目安）

● ヒアルロン酸注射や鎮痛剤では痛みがなかなか改善されない方

● 人工関節置換術を受けたのに痛みが残っている方

本品を用いた151 例、6ヶ月までの多施設

ランダム化臨床試験および 12ヶ月、18ヶ

月、24ヶ月までの長期的 な有効性、安全

性評価1, 2, 3 

NRSスコア※



これからの変形性膝関節症の治療

非薬物療法（患者教育・運動・減量）

薬物療法（NSAIDs・関節内注射）

外科的治療

保存療法
消炎鎮痛薬

ヒアルロン酸注射など

手術治療
（人工関節など）

症状 軽 症状 重

COOLIEF

クーリーフ

軽度の骨棘形成

または軟骨下骨硬化

関節裂隙狭小化 関節裂隙狭小化

骨棘形成、骨硬化像
著しい骨変化

関節裂隙狭小化

クーリーフに関するQ＆A

痛み止めの薬や注射、手術が必要なくなりますか？

痛みが0になるわけではなく、痛みの大幅軽減が期待されています。痛み止めの薬や注射の量、回

数が減ることは期待できます。曲がった足を整える治療ではないため、必ずしも将来の手術を避

けられるわけではありません。

しかし、これまで行われた臨床試験の結果や基礎研究からも変形性膝関節症の慢性疼痛軽減効果

が期待できる最新の保存療法と言えます。

人工関節置換術を受けましたが、なぜか痛みが残っています。クーリーフ治療で効果は期待できま

すか？

疼痛軽減効果が期待できる可能性があります。まずは主治医にご相談ください。

クーリーフでの治療後、すぐに痛みは軽減しますか？

治療後これまで感じていた痛みがなくなる/大幅に改善するといった効果を感じることがあります

が、これは局所麻酔の効果です。クーリーフによる疼痛軽減効果は徐々に出てきます。早い方です

と2日～1週間程度で効果を感じ始める方がいらっしゃいます。（個人差があります）。

Q

Q

Q

A

A

A



インフュージョンクリニックで治療できます

2023年6月より保険適用になり、関西ではまだ広く知られていない治療法です。

ご興味のある方はお気軽にお問い合わせください。

大阪市北区大深町3-1グランフロント大阪タワーB 9階

06-6359-2123

治療の流れ

まずは、クーリーフの治療が対象となるか受診いただきます。

対象となる膝に超音波エコーでターゲットとなる神経を探します。

クーリーフの針を刺す部分に局所麻酔をします。この際に注射をしま

す。

麻酔の効果を確認できれば、クーリーフの針を刺します。STEP3で麻

酔をしていますので、痛みをほとんど感じる事はありません。痛みがあ

る場合は状況に応じて、麻酔薬を追加します。

クーリーフの針から高周波を流し、ターゲットとなる神経を焼灼します。

1部位あたり2分30秒高周波を流します。この際には痛みを感じる事は

ほとんどありません。

治療後体調に問題なければ、ご帰宅いただけます。

経過観察のため1週間後に受診いただきます（医師の指示によって変動

します）。

受診日
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治療6ヶ月時のNRS に基づく膝関節疼痛が50％以上軽減した被験者の割合

• 74% - Coolief疼痛管理用高周波システム群

• 16% - 関節内ステロイド注射群

治療は、それぞれのベースラインと比較して50% 以上の NRSスコアの減少によって示される痛みの臨床的に有意な変化を示された。

治療後12 ヶ月時点で、65%のCoolief疼痛管理用高周波システム被験者群が NRSに基づく膝関節疼痛が50％以上軽減した

• 85% の関節内ステロイド注射群が、治療後6ヶ月時点でCoolief疼痛管理用高周波システムへと移行した。

治療後18ヶ月、24ヶ月時点でNRSは、3.1±2.7（n=25）および3.6± 2.8 （n =18）とベースラインに比べ有意に減少した。（p<0.0001）

※1 1ポイントのNRSは、「0」から「10」までのスケールで構成され、「0」は「痛みがない」、「10」は「想像できる最悪の痛み」を示す。
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